
                                        
 

最新の情報は、各施設の公式ホームページなどでご確認ください。 ◎ 美術館情報  
 
1. 戸栗美術館 【東京・渋谷】 （https://toguri-museum.or.jp/tenrankai/tenrankai_next.php） 

7 月11 日（金）～9 月28 日（日） 
企画展： 古伊万里カラーパレット－ 釉薬編 － 
本展は江戸時代の伊万里焼の「色」を特集した、夏秋連続企画展示。夏は釉薬、

秋は絵具と、古伊万里の「いろどり」を二季連続でご紹介いたします。前期の夏季

にあたる今回では、釉薬による装飾に注目します。釉薬とは、やきものの表面に

施されるガラス質の膜です。耐水性のほか、色や質感といったうつわの装飾性を

高める役割を担っています。伊万里焼では、白い素地と透明釉による白、瑠璃釉

による青、青磁釉による青緑、銹釉（さびゆう）による茶が初期から主にあらわされ

ています。基本は1種類の釉薬でうつわ全体を覆いますが、ひとつのうつわに複

数の釉薬を掛け分けたり、筆で描いた文様と組み合わせたりと、釉薬による色の

表現に注目するとそのヴァリエーションの豊かさに驚かされます。なお、釉薬の

みに焦点を当てて通観する展覧会は当館では約7年ぶりの開催です。伊万里焼

を通史的かつ網羅的に収蔵する専門美術館ならではの視点で、釉薬による多彩

な装飾をお楽しみいただける館蔵の伊万里焼、約 80 点を厳選。 驚くほどに豊

かな、いろどりつやめく釉薬の世界をご堪能ください。 
 
2. 大阪中之島美術館 【大阪・北区】 （https://koumyakuten2025.jp/index.html） 

6 月21 日（土）～8 月31 日（日） 
企画展： 日本美術の鉱脈展 未来の国宝を探せ！ 
日本美術には、まだ世に知られていない作者、作品が埋もれています。例えば、

伊藤若冲（1716 – 1800）の場合、2000 年に京都国立博物館で開催された展覧

会をきっかけに、空前の若冲ブームが巻き起こりましたが、そんな若冲も、2000
年以前は一般の人々にとっては「知られざる鉱脈」でした。その後も若冲をはじめ

とする奇想の画家の発掘は進みましたが、縄文から近現代まで、いまだ知られざ

る鉱脈がまだまだ眠っています。本展では、あらためてその鉱脈を掘り起こし、美

しい宝石として今後の日本美術史に定着していくことを目標としています。観客

のみなさんが、ご自分の眼で「未来の国宝」を探していただきたいと思います。 
 
3. 横浜美術館 【横浜・西区】 （https://artscape.jp/exhibitions/40626/） 

6 月28 日（土）～11 月3 日（祝・月） 
横浜美術館リニューアルオープン記念展： 佐藤雅彦展 新しい×（作り方＋分かり方） 
TV コマーシャル、教育番組、書籍、ゲームなど、さまざまなメディアを通じて発信される

斬新かつ親しみやすいコンテンツにより、1990 年代以降のメディアの世界を牽引してき

た佐藤雅彦。ひとりの人間がこれほど多種多様な作品群を生み出したことに、誰もが驚く

ことでしょう。佐藤の創作活動の軌跡をたどる世界初となるこの展覧会では、佐藤が表現

者／教育者として世に送り出してきたコンテンツを一堂に紹介し、「作り方を作る」という思

想に裏打ちされた独創的なコミュニケーションデザインの方法論を明らかにします。 
              （陶磁器の展覧会ではありません） 


